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県

諸収入

　●相談受付件数

　●消費者問題の弁護士相談の実施　　6回

　●消費生活専門相談員による啓発活動の実施

　●高齢者向け啓発物の配布　　6回（300人）

　　年金支給日に金融機関にて被害防止啓発活動を実施した。

決算事項別明細書 P91

大事業 防災・防犯 担当部署 人権施策推進課

中事業 消費者対策の充実 一般会計

小事業 消費者行政推進費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工総務費

当 初 予 算 額 3,836,000 円

予 算 現 額 3,601,000 円

決 算 額 3,539,637 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 9,996 円

人件費コスト  B 1.1人役 7,695,600 円 総事業費　　A+B 11,235,237 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【消費者行政推進事業】 3,539,637円 400,000円 0円 9,996円 3,129,641円

行政相談 生活相談 消費者問題 その他 合計

4件 34件 105件 33件 176件

高齢者向け啓発物 啓発活動の様子

消費生活専門相談員による講座の様子 人権フェスティバルでの啓発展示の様子

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 400,000 円

一 般 財 源 3,129,641 円

目
的

消費者を取り巻く諸問題に取組み、消費
者の権利の尊重及び消費者の自立を目指
す。
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　東京安来会、近畿安来会を開催し、会員の親睦と安来市活性化のための協力を依頼する。

　●各安来会の理事会及び総会参加旅費　 166,444円

　●情報発信等に係る経費　　　　　　　  90,000円

　港湾等の街路灯の維持管理等を行った。

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 商工総務費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工総務費

当 初 予 算 額 1,712,000 円

予 算 現 額 1,212,000 円

決 算 額 609,931 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,798,400 円 総事業費　　A+B 3,408,331 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【ふるさと会事業】 256,444円 0円 0円 0円 256,444円

【各種団体負担金事業】 178,000円 0円 0円 0円 178,000円

【その他事業】 175,487円 0円 0円 0円 175,487円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 609,931 円

　海上保安協会、島根県中小企業団体中央会、境港貿易振興会、山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議、島
根県鉄道整備連絡調整協議会に参画し各事業の促進を図った。

目
的

関東・近畿在住の安来出身者の親睦を図
り、郷土である安来市の発展に寄与す
る。協議会、期成同盟会に参加し、所期
の目的達成のための事業を行う。
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過疎

　●安来商工会議所補助金　　9,200,000円

　●商工業振興事業事務費　　　 45,250円

実績：新規開業5件、前年度継続家賃補助1件

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

実績：19件

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

実績：28件

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

実績：申請件数52件、申請総台数683台

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 商工業振興費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 31,207,000 円

予 算 現 額 103,076,000 円

決 算 額 90,143,579 円

地　方　債 16,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 1.3人役 9,094,800 円 総事業費　　A+B 99,238,379 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【商工業振興事業】 18,033,250円 0円 16,000,000円 0円 2,033,250円

　●安来市商工会補助金　　　8,788,000円

【商業再生支援事業】 6,015,500円 2,654,000円 0円 0円 3,361,500円

【中小企業者等チャレンジ応援事業】 14,181,000円 14,000,000円 0円 0円 181,000円

【中小企業者等デジタル化支援事業】 20,072,000円 20,000,000円 0円 0円 72,000円

【運送事業者支援事業】 31,555,429円 31,000,000円 0円 0円 555,429円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 67,654,000 円

一 般 財 源 6,489,579 円

　商工会議所、商工会の経営改善普及事業に対し補助金を交付し、企業支援を行うほか、新たな施策立案等さら
なる事業連携を強化する。

　市内の商業機能の維持、向上、地域経済の活性化を推進するため、新規開業支援として家賃補助及び改装費や
備品購入費の補助を実施した。（補助率：県1/4 市1/4、補助上限200万円または240万円）

　新商品・新サービスの開発や販路の開拓等、ポストコロナへの対応を想定した事業継続のための変革にチャレ
ンジする市内事業者等に対し、取組にかかる備品購入費、改修費、委託費、広告宣伝費等の経費の一部を補助し
た。（補助率4/5、上限100万円）　

　新型コロナにより影響を受けた中小企業・小規模企業者等に対し、感染防止対策と業務効率化の取り組みを支
援するため、デジタル化に要する報償費、使用料、購入費、役務費、委託費等の経費の一部を補助した。（補助
率4/5、上限100万円）　

　新型コロナウイルス感染症及びロシア・ウクライナ情勢に起因する原油価格高騰により、影響を受けている市
内運送事業者を支援するため、補助対象車両数に応じて支援金を交付した。（車両種別により5万円・2万円・1
万円を交付）　

目
的

中小企業の経営改善、革新の取組みを支
援する。



　安来高校、情報科学高校の1年生を対象に市内製造業を中心とした企業の見学ツアーを行った。

開催日：令和4年10月5日、同年11月9日　参加学生数：190名　見学先：市内22事業所
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　中小企業が設備投資等による融資を受ける際の保証料の補給を行った。

　補給実績：5件

　中小企業の設備投資等の際、資金調達が容易となるように金融機関に資金を預託した。

【企業見学ツアー事業】 286,400円 0円 0円 0円 286,400円

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 中小企業金融対策費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 24,500,000 円

予 算 現 額 21,700,000 円

決 算 額 20,772,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 20,000,000 円

人件費コスト  B 0.1人役 699,600 円 総事業費　　A+B 21,471,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【商工業振興給付金事業】 772,000円 0円 0円 0円 772,000円

【中小企業金融対策事業】 20,000,000円 0円 0円 20,000,000円 0円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 772,000 円

目
的

中小企業の設備投資等の支援を行う。

安来高校企業見学ツアー 情報科学高校高校企業見学ツアー
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　●指定管理委託料 4,244,000円

　●手数料    79,126円

【中心市街地活性化事業】

　●委託料 2,600,000円

　●消耗品費    44,491円

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 中心市街地活性化事業費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 7,679,000 円

予 算 現 額 7,514,000 円

決 算 額 6,967,617 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,498,000 円 総事業費　　A+B 10,465,617 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【やすぎ懐古館一風亭管理事業】 4,323,126円 0円 0円 0円 4,323,126円

2,644,491円 0円 0円 0円 2,644,491円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 6,967,617 円

　やすぎ懐古館一風亭の運営を有限会社やすぎ千軒に指定管理委託。コロナ禍の中、可能な範囲内でイベント等

を開催し中心市街地の活性化を図った。

　また、令和3年度に締結した包括連携協定に基づき、島根県立大学・島根県立大学短期大学部サテライトキャ

ンパス「YASUGI未来アトリエ」をやすぎ懐古館一風亭内に設置した。その一環として、高校・大学と連携した

キャリア教育プロジェクト「KENDAI未来アトリエ」と、やすぎ懐古館一風亭の今後の利活用を大学生とともに検

討する「やすぎ懐古館一風亭 次の100年プロジェクト」を実施した。

　安来商工会議所に創業支援業務を委託し、創業支援アドバイザーによる創業相談や、創業・起業希望者等を対
象としたサロンやセミナーを開催し、市内における創業、第二創業の支援を行った。

目
的

やすぎ懐古館一風亭を拠点に中心市街地
の活性化を図る。

起業スタートアップサロン やすぎ起業家ミニスクール

 YASUGI未来アトリエオープニングセレモニー KENDAI未来アトリエ



40 

20 会計 01

30 款 07

項 01

目 02

A

過疎

　●委託料　5,093,031円

【産業振興事業】

　　●特殊鋼等産業振興に係る旅費　　　　　　　　 177,655円

　　●特殊鋼産業クラスター補助金（補助率2/3）　5,000,000円

　　　　申請件数：1件

　　●研修会負担金　　　　　　　 　　　　　　　　　6,600円

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 産業活性化センター事業費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 15,360,000 円

予 算 現 額 11,860,000 円

決 算 額 10,277,286 円

地　方　債 5,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,197,600 円 総事業費　　A+B 14,474,886 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【産業サポートネットやすぎ事業】 5,093,031円 0円 5,000,000円 0円 93,031円

直接支援事業 件数（件）

専門家サポート事業 11

展示会・商談会出展促進プログラム 1

プロモーション支援事業 19

人材育成セミナー事業 4

新商品新技術開発支援事業 0

合計 35

5,184,255円 0円 0円 0円 5,184,255円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,277,286 円

　商工会議所、商工会、JA、市の4団体で構成する産業サポートネットやすぎによる支援事業を実施し、経営改
革支援や人材育成支援、ホームページ作成支援による販路拡大を図った。また、独自事業として、ビジネスチャ
レンジ事業、セミナー開催事業、広報事業を実施した。

　安来市の主要産業である製造業の雇用の増加、設備投資の活発化等を目的に、展示会や先進地の視察、研修会
に参加したほか、特殊鋼産業でクラスターを形成している事業者集団への支援を実施した。

目
的

地域雇用の拡大、域外マネーの獲得、市
内循環型経済へのシフト、U・Iターンの
推進、企業誘致の促進などにより地域産
業の活性化を図る。

【独自事業】

デジタル化支援セミナーの様子

【独自事業】

情報科学高校生による

ビジネスチャレンジ事業の様子
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基金

○企業情報調査サービス利用料　　　　　　　　　330,000円

○島根県企業誘致対策協議会等負担金　　　　　　252,750円

○企業誘致活動旅費等　　　　　　　　　　　　　553,119円

○補助制度

　　※利用実績　立地奨励金　1事業者、雇用促進奨励金　3事業者

○専門事業者への委託費　　5,209,600円

　　 委託内容

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 企業立地推進事業費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 42,534,000 円

予 算 現 額 41,870,000 円

決 算 額 38,845,469 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 31,100,000 円

人件費コスト  B 2.0人役 13,992,000 円 総事業費　　A+B 52,837,469 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【企業誘致事業】 1,135,869円 0円 0円 0円 1,135,869円

【企業立地雇用促進奨励金事業】 32,500,000円 0円 0円 31,100,000円 1,400,000円

　・立地奨励金･･･投下固定資本総額の20～30％（上限3,000万円）

　・空き工場等活用奨励金（賃借料等助成）･･･賃借料等の月額1/2相当額（上限月額20万円、60月以内）

　・空き工場等活用奨励金（改装費等助成）･･･改装費等の3/4相当額（上限750万円）

【ソフト産業誘致推進事業】 5,209,600円 0円 0円 0円 5,209,600円

　・企業誘致戦略策定支援

　・PRツール作成（企業誘致PR動画）

　・誘致対象企業の選定及び企業誘致活動の実施

　・視察ツアーの実施

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 7,745,469 円

●島根県企業誘致対策協議会をベースに、県と一体となり企業誘致活動及び誘致企業への訪問などのフォロー
アップを実施した。
　・視察受入実績：11社（来訪7社、WEB4社）
●市独自で先進自治体や民間企業への視察を行い、企業誘致活動の明確化、高度化に努めた。
　・他自治体視察回数：4回
●企業誘致等を円滑に進めるため企業信用調査会員制度を利用した。
　・利用実績：16社

　企業立地促進条例に基づき、企業の設備投資と新規雇用従業員にかかる奨励金を交付し、産業の振興と雇用の
増大を図った。

　・雇用促進奨励金･･･新規雇用従業員のうち安来市に住民票を置く者の人数×10万円
　　（3年以内、上限総額1,500万円）

　市内企業や市職員への聞き取りを通じて地域課題や立地環境を調査分析し、地域の特性に応じた誘致候補企業
18社をリスト化した。また、誘致企業へのPRツールとして企業誘致動画を作成し、安来市のYoutubeチャンネル
で配信するなどPRを行った。また、洗い出したターゲット企業のうち2社について安来市での視察を招致した。

目
的

企業誘致活動により企業立地を推進する
と共に、市内製造業の設備投資、雇用拡
大を支援する。
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　長期化する新型コロナウイルス感染症と原油・物価高騰の影響を受けている家計を支援するため、登録事業者

において利用できる商品券を市民に一律配布した。

　●配布金額 市民1人当たり3,000円分（500円券×6枚）

　●配布対象者 令和4年8月16日時点で安来市の住民基本台帳に記録されている者

　●使用期限 令和5年1月31日

　●換金申請期限 令和5年2月17日

　●総配布人数 36,605人

　●総配布枚数 219,630枚

　●総発行額 109,815,000円

　●交付確定額 105,445,000円

　●使用率 96.02％

　●指定事業者数 339店舗

　長期化する新型コロナウイルス感染症と原油・物価高騰の影響を受けている家計を支援するため、登録事業者

において利用できる商品券を再度市民に一律配布した。令和5年9月30日まで使用できる商品券を、令和5年3月中

に配布した。

　※翌年度繰越額115,087,000円　商品券の使用実績に応じた交付金の交付等を実施する。

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 やすぎ家計応援商品券事業費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 245,493,000 円

決 算 額 124,526,761 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 10,264 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 125,925,961 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【やすぎ家計応援商品券事業】 116,470,979円 97,697,000円 0円 10,264円 18,763,715円

やすぎ家計商品券 ポスター

【第2次やすぎ家計応援商品券事業】 8,055,782円 7,450,000円 0円 0円 605,782円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 105,147,000 円

一 般 財 源 19,369,497 円

目
的

長期化する新型コロナウイルス感染症と
原油・物価高騰の影響を受けている家計
を支援するため、登録事業者において利
用できる商品券を市民に一律配布し、市
民の生活支援と市内事業者の売上増加を
同時に図る。
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使用料

　荒島駅前自転車駐車場の維持管理を実施した。

　●指定管理委託料　2,684,000円

　●敷地借上料　　　　186,000円

　●備品購入費　　　　165,000円

　●修繕等事務費　　　228,652円

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 やすぎ暮らし推進課

中事業 商工業の振興 一般会計

小事業 駐車場管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 商工業施設管理費

当 初 予 算 額 3,232,000 円

予 算 現 額 3,397,000 円

決 算 額 3,263,652 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,452,650 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 4,662,852 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【駐車場管理事業】 3,263,652円 0円 0円 1,452,650円 1,811,002円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,811,002 円

目
的

近隣住民、事業者、商店街利用者及び安
来駅・荒島駅利用者の利便性の向上を図
る。
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A

諸収入

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 観光総務費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光費

当 初 予 算 額 18,339,000 円

予 算 現 額 18,033,000 円

決 算 額 17,911,623 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,832 円

人件費コスト  B 0.7人役 4,897,200 円 総事業費　　A+B 22,808,823 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【市内観光地清掃・維持管理業務】 8,670,237円 0円 0円 0円 8,670,237円

　市内観光地・名勝・旧跡等（要害山公園・鷹入の滝・川中島公園ほか）の維持管理を行った。

【観光情報発信事業】 3,738,386円 0円 0円 8,832円 3,729,554円

【広域観光事業】 5,503,000円 0円 0円 0円 5,503,000円

島根ふるさとフェア2022

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 17,902,791 円

　観光総合パンフレットである「安来ガイド」の掲載内容を更新、増刷を行い、各観光施設に配架し、また、高
校生が企画立案した安来節漫画「今日から安来節宣言！（せん～げ～ん♪）」を発行し安来節のPRを行った。コ
ロナ禍で中止されていた県外での各種イベントが再開され、プロモーション等を行い安来観光のPRを行った。

　圏域市長会、島根県観光連盟、鉄の道文化圏推進協議会をはじめ、他自治体や民間企業などを構成団体とする
各協議会（計8団体）に加盟し、市町や県域の枠組みを越え、お互いに連携を図り効果的に観光事業を推進し
た。

安来節漫画「今日から安来節宣
言！（せん～げ～ん♪）」

目
的

観光客の誘致並びにこれに伴う市内の観
光施設管理や地域振興を図る。
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国

過疎

【月の輪まつり振興会補助金事業】

　月の輪まつり振興会が行う花火大会が4年ぶりに開催され、花火大会に係る経費について補助を行った。

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 観光振興費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光費

当 初 予 算 額 43,733,000 円

予 算 現 額 52,241,000 円

決 算 額 52,239,912 円

地　方　債 29,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 2.0人役 13,992,000 円 総事業費　　A+B 66,231,912 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【観光振興事業】 904,000円 0円 0円 0円 904,000円

【安来市観光（回復緊急）キャンペーン事業】 7,000,000円 2,000,000円 5,000,000円 0円 0円

【観光誘客強化事業】 10,000,000円 10,000,000円 0円 0円 0円

　●旅行商品造成宣伝支援件数：17件　●取材費支援件数：6件

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

安来市観光協会ホームページ

【観光協会補助金事業】 32,829,000円 0円 24,000,000円 0円 8,829,000円

1,506,912円 0円 0円 0円 1,506,912円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 12,000,000 円

一 般 財 源 11,239,912 円

　新聞・雑誌・圏域観光マップ・市内PR看板等に広告を掲載し、情報発信や観光PRを行い、市の知名度向上を
図った。

　新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和以降は人々の移動が増加傾向となり、アフターコロナを見据
え情報発信に取り組んだ。大阪・東京で開催された島根県観光情報説明会やしまねふるさとフェアで観光プロ
モーションを行い、お城EXPO2022では月山富田城のPRを行った。市内宿泊施設のパンフレット更新や清水地区周
遊マップ作成、ECサイトのカタログを作成し、安来の魅力を発信し認知度向上に努めた。二次交通及びインバウ
ンド対策として、タクシークーポン事業「得タク」を実施し、市内周遊を促し観光消費拡大を図った。各種事業
を安来市観光協会に委託し、誘客促進による地域活性化を図った。

　コロナ禍の影響により打撃を受けている観光入込や観光産業の復興を図るため、市内事業者が行う観光振興に
資する商品造成や商品PRのための宣伝費用に対して支援を行い、市内の事業者や観光素材を取材するメディア等
に取材や撮影等に係る費用の一部について補助を行った。安来市観光協会ホームページの機能やデザインを充実
させ、より多くの方に情報を発信し、安来市への誘客及び市内での周遊を促進するためホームページのリニュー
アルを行った。　

　観光資源や観光地等の情報発信、関係団体との連携及び特産品販売の強化、観光協会各支部が実施する事業運
営費として、安来市観光協会に補助を行った。

目
的

市内観光資源の整備・拡充を図り市外・
県外からの観光客への対応力を培ってい
く。あわせて、観光キャンペーンにより
入込客の増加を図る。
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基金外

　貸出用のザル、ビクや女踊りの衣装を購入し、安来節のPRを行った。

　市内の各交流センターで安来節教室開催や学校等へ講師派遣を行い、安来節の普及と振興を図った。

●安来節教室開催状況

決算事項別明細書 P93

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 安来節振興費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光費

当 初 予 算 額 43,519,000 円

予 算 現 額 44,435,000 円

決 算 額 43,652,160 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,053,867 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,498,000 円 総事業費　　A+B 47,150,160 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【安来節普及宣伝事業】 93,000円 0円 0円 53,867円 39,133円

【安来節教室開催事業】 1,295,500円 0円 0円 0円 1,295,500円

施設数 開催回数

交流センター 12 582

小学校・中学校 10 67

幼稚園・保育所 2 12

【安来節演芸館指定管理委託料】 38,547,660円 0円 0円 0円 38,547,660円

【安来節普及宣伝委託事業】 1,200,000円 0円 0円 0円 1,200,000円

【安来節保存会補助事業】 2,516,000円 0円 0円 2,000,000円 516,000円

台湾新北市新店区　安来節公演 唄い初め会（アルテピア）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 41,598,293 円

　指定管理者のシダックス大新東ヒューマンサービス（株）に安来節演芸館の管理運営を委託し、安来節の普及
宣伝及び市民交流を図った。

　安来節家元四代目　渡部お糸に年間を通じて安来節の講演、上演等に参加してもらい、安来節の普及・振興・
宣伝を図った。

　安来節保存会の行う安来節の普及宣伝や振興事業（唄い初め会等）に対し補助を行った。安来節全国優勝大会
はコロナ禍により中止となったが、ビデオ審査会を実施した。また、台湾新北市新店区との友好交流都市覚書締
結に出席し、新店区役所にて安来節公演を行い海外での安来節PRを行った。

目
的

安来節演芸館を核とした観光客へのPRと
各種イベントや宣伝普及事業により安来
節の振興を行う。



40 

30 会計 01

40 款 07

項 01

目 05

A

　●

　　

　　

　● 樹木保護のため、自然公園内の桜樹の病害防除作業を実施した。

月山公園桜テングス病防除作業の様子

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 県立自然公園管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 1,692,000 円

予 算 現 額 1,692,000 円

決 算 額 1,563,714 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.1人役 699,600 円 総事業費　　A+B 2,263,314 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【県立自然公園管理事業】 1,563,714円 0円 0円 0円 1,563,714円

清水月山県立自然公園（清水地区 170ha・鷺の湯地区 20ha・月山地区 170ha）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,563,714 円

月山周辺や清水公園には、桜や紅葉の時期に特に多くの観光客が訪れるため、利用者の多い時期に向けた
桜樹の管理および花見期間の公園内清掃、また一年を通じたトイレの清掃管理により利用客の快適性を維
持し、公園の美観及びイメージアップを図った。

目
的

清水月山県立自然公園内にあるさぎの湯
公園・清水公園の管理を行うことによっ
て、自然の保護および公園利用の増進を
図る。
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基金外

　●泉源及びポンプ管理

（さぎの湯温泉）　　　　　ポンプ施設管理委託、水中ポンプ改修工事　

（広瀬温泉） ポンプ施設管理委託　

　●温泉施設維持管理等

・指定管理者委託料　6,515,000円

・一般財団法人夢ランドしらさぎ振興事業団補てん金　20,000,000円

・施設維持管理費等（光熱水費ほか） 　　11,006,005円

※一般財源に入湯税（2,161,650円）含む。

　湯田山荘について、小さな拠点づくりモデル地区推進事業のため、湯田山荘の改修工事設計委託を行った。　

湯田山荘外観 公衆浴場内観

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 温泉施設管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 24,881,000 円

予 算 現 額 48,017,000 円

決 算 額 46,821,505 円

地　方　債 4,900,000 円

そ　の　他 8,899,190 円

人件費コスト  B 0.7人役 4,897,200 円 総事業費　　A+B 51,718,705 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【温泉施設管理事業】 41,872,605円 0円 0円 8,899,190円 32,973,415円

4,351,600円

37,521,005円

【温泉施設整備事業】 4,948,900円 0円 4,900,000円 0円 48,900円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 33,022,315 円

　観光ルートの拠点となる市内の3つの温泉（さぎの湯温泉・広瀬温泉・比田温泉）の泉源と温泉施設の維持管
理等を行い、温泉の安定供給に取り組んだ。

目
的

温泉の存在は観光客にとって、大きな魅
力となっており、その活用は観光客誘致
の要であるため、温泉施設の整備により
観光地としての価値を高める。
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●指定管理者委託料　11,330,000円

●施設管理費（コテージ7棟、管理棟1棟、交流センター（体育館）外）　1,475,183円
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●布部ダム公園管理委託料　　638,000円

●施設維持管理ほか　　　　　515,090円

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 上の台緑の村管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 12,495,000 円

予 算 現 額 12,995,000 円

決 算 額 12,805,183 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 14,204,383 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【上の台緑の村管理事業】 12,805,183円 0円 0円 0円 12,805,183円

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 野だたらと椿の里管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 1,164,000 円

予 算 現 額 1,324,000 円

決 算 額 1,153,090 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.1人役 699,600 円 総事業費　　A+B 1,852,690 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【野だたらと椿の里管理事業】 1,153,090円 0円 0円 0円 1,153,090円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 12,805,183 円

　株式会社フォレストに指定管理委託し、施設および景観の維持管理及び誘客による観光振興、地域活性化を
図った。

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,153,090 円

　白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野だたらと椿の里」の利用促進を図るため、「白椿ハウス」の管理運
営と合わせて観光案内所として来訪者への案内や情報提供を行い、「ふれあいの森」と「白椿公園」の維持管理
を行った。

目
的

上の台緑の村において宿泊や自然体験を
する場を提供し、交流促進並びに観光客
誘客によって観光振興、地域活性化を図
る。

目
的

白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔
「野だたらと椿の里」の利用促進を図
る。
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目 05

A

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 山佐ダム体験交流施設管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 1,442,000 円

予 算 現 額 1,762,000 円

決 算 額 1,498,711 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.1人役 699,600 円 総事業費　　A+B 2,198,311 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【山佐ダム体験交流施設管理事業】 1,498,711円 0円 0円 0円 1,498,711円

●指定管理者委託料　　　　688,320円

●施設維持管理ほか　　　　810,391円

山佐ダムキャンプ場祭り グラウンドゴルフ場の利用風景

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,498,711 円

　指定管理者である山佐ダム体験交流施設管理組合に管理運営を委託し、山佐ダムの水を生活用水・工業用水と
して利用している流域住民との交流を深め、ダムの持つ重要な役割を理解してもらうとともに、ダムの自然美を
PRし、体験交流施設等の利用の促進を図った。

目
的

体験交流型レクリエーション施設として
利用促進を図る。
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項 01

目 05

A

諸収入外

　観光ルートの核となる施設の一つとして広瀬絣センターの管理運営を行った。

● 市の特産品及び伝統工芸品の展示販売

● 観光案内、県指定無形文化財の広瀬絣の製作説明、藍染の体験指導等

　　　会計年度任用職員報酬等 　　 6,615,250円

　　　（広瀬絣伝習所所長・講師・講師補助等・販売業務）　

   　 共済費　　　  　            　367,235円　　　　　　　　 

　    光熱水費　            　　　1,756,398円　　　　　　　　　

   　 委託料（保守点検・清掃）　    463,962円

 　   施設維持管理費ほか　  　　　1,448,268円

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 絣センター運営費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 11,286,000 円

予 算 現 額 10,905,000 円

決 算 額 10,651,113 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,596,635 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,798,400 円 総事業費　　A+B 13,449,513 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【絣センター運営事業】 10,651,113円 0円 0円 5,596,635円 5,054,478円

絣センターの利用風景 絣センター前でのイベントの様子

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,054,478 円

目
的

地域の歴史や伝統を体感できる「体験型
観光」の振興を図る。
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A

使用料外

●指定管理委託料　　　　　　　　　23,986,000円　

●その他施設維持修繕費ほか　　　　 1,527,567円

観光案内のカウンターを設置 日曜朝市（第3日曜日開催）

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 観光交流プラザ管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 24,358,000 円

予 算 現 額 26,346,000 円

決 算 額 25,513,567 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,766,860 円

人件費コスト  B 0.1人役 699,600 円 総事業費　　A+B 26,213,167 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【観光交流プラザ管理費】 25,513,567円 0円 0円 2,766,860円 22,746,707円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 22,746,707 円

　観光交流プラザ　アラエッサ♪YASUGI及び安来駅前自転車駐車場の指定管理委託を安来市観光協会へ行い、施
設の維持管理等を行うとともに、旅行者と市民の双方へのサービス向上を図った。また、観光案内所において、
イエローバスの定期券等の発行、JR利用の観光客等へ観光案内・情報提供を行った。

目
的

集客により人々が集い、憩い、交流する
ことによる地域活力向上を図る。
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目 05

A

諸収入外

　島根県及び安来市の東の玄関口である道の駅「あらエッサ」の施設管理を行った。

● 道の駅全体の維持管理

● 来場者に対し、情報コーナーを利用した道路及び観光情報の提供

●

　　　

会計年度任用職員報酬（駅長・事務補助員）　 10,202,625円

共済費　　　　　          　　 　 　    　　1,573,366円

委託料（保守点検・清掃・イベント企画）  　　5,985,261円　

その他施設維持修繕費外（光熱水費ほか） 　　15,268,677円

令和4年4月　11周年記念祭 令和4年6月　イベント（こらぼのすけ）

令和4年10月　新米とまいもん祭　 令和5年1月　だんだんふるまいデー

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 道の駅あらエッサ管理費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 31,760,000 円

予 算 現 額 35,099,000 円

決 算 額 33,029,929 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 19,519,347 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,098,800 円 総事業費　　A+B 35,128,729 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道の駅あらエッサ管理費】 33,029,929円 0円 0円 19,519,347円 13,510,582円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 13,510,582 円

集客促進のため各施設出展者と協力し各種イベントを開催するとともに、各種宣伝媒体を活用し利用促進
を図った。

目
的

地域振興及び観光振興を図る。
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A

過疎

基金

　市内観光施設の改修工事等の整備に係る費用を一括管理し、効率的な施設管理を行った。

　　●事業費内訳

　　　・設計委託料　　　　　3,487,000円

　　　・工事請負費 　　　　 9,415,120円

    山佐ダム体験交流施設電気設備改修工事

　　安来節演芸館非常灯改修工事、高圧気中開閉器改修工事、電話設備改修工事ほか

    観光交流プラザ休憩室空調設備改修工事

    白椿ハウストイレ給排水管改修工事 ほか

安来節演芸館（外観） 安来節演芸館（ホール内）

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 観光施設整備費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 15,520,000 円

予 算 現 額 15,487,000 円

決 算 額 12,902,120 円

地　方　債 8,500,000 円

そ　の　他 3,400,000 円

人件費コスト  B 1.0人役 6,996,000 円 総事業費　　A+B 19,898,120 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【観光施設整備事業】 12,902,120円 0円 8,500,000円 3,400,000円 1,002,120円

　　安来節演芸館設備改修計画設計業務

山佐ダム体験交流施設電気設備改修工事（施工前） （施工後）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,002,120 円

目
的

観光施設の整備を図る。



【繰越明許】
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A
国10/10

　●工事請負費　　8,162,000円

憩いの家空調設備改修工事

観光交流プラザ空調設備改修工事

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

決算事項別明細書 P95

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 観光振興課

中事業 観光の振興 一般会計

小事業 観光施設整備費 商工費

事業開始年度 令和3年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 8,600,000 円

決 算 額 8,162,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 8,162,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【観光施設整備事業】 8,162,000円 6,000,000円 0円 0円 2,162,000円

憩いの家空調設備改修前 憩いの家空調設備改修後

観光交流プラザ空調設備改修前 観光交流プラザ空調設備改修後

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 6,000,000 円

一 般 財 源 2,162,000 円

　新型コロナウイルス感染症の長期化の影響により観光客が減少している中、市内の観光関連施設における感染
拡大を防止する観点から、3密対策として、空気清浄機能付き空調設備を導入し、より快適で付加価値の高い空
間を利用者等へ提供することで誘客に繋ぐとともに、施設職員の安全確保を図った。

目
的

観光施設の整備を図る。
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A

県

過疎

使用料外

　人口減少や新型コロナウイルスによる生活様式の変化に伴い、利用者数は落ち込んだままとなった。

　広域生活バスを補完するデマンドタクシー事業の実施に併せ、年度末に大規模なダイヤ改正を行った。

令和4年度広域生活バス利用者数 261,408名

　新たに団地造成された和田南にバス停留所を建設し、利便性の向上を図った。

決算事項別明細書 P95

大事業 都市基盤・生活 担当部署 地域振興課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 バス事業費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － バス事業費

当 初 予 算 額 271,159,000 円

予 算 現 額 268,159,000 円

決 算 額 264,192,876 円

地　方　債 2,300,000 円

そ　の　他 41,823,828 円

人件費コスト  B 1.7人役 11,893,200 円 総事業費　　A+B 276,086,076 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【広域生活バス運行事業】 261,882,876円 16,722,000円 0円 41,823,828円 203,337,048円

【バス停留所設置事業】 2,310,000円 0円 2,300,000円 0円 10,000円

和田南停留所

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 16,722,000 円

一 般 財 源 203,347,048 円

目
的

地域住民の日常生活を支える交通手段の
確保を図る。利便性の高い公共交通を提
供し、地域内外の移動の円滑化を図り、
交流と地域の活性化を促進する。
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A

国
県1/2

過疎

　●利用実績（奥出雲交通と南部町営バスは安来市内の利用実績）

　　奥出雲交通　699名　南部町営バス　2名

　宇波地域における地域内交通に必要な車両の更新及び運行に必要な経費の負担を行った。

　●利用実績　137名

　●利用実績　1,349名

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

　各協議会に対し負担金を支払い、国・JRに対し要望活動を行った。

決算事項別明細書 P95

大事業 都市基盤・生活 担当部署 地域振興課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 交通対策事業費 商工費

事業開始年度 令和4年度 商工費

事業進捗度 － バス事業費

当 初 予 算 額 12,105,000 円

予 算 現 額 31,444,000 円

決 算 額 25,144,548 円

地　方　債 1,300,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,798,400 円 総事業費　　A+B 27,942,948 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【路線バス運行補助事業】 3,149,662円 0円 0円 0円 3,149,662円

　比田地区を運行する奥出雲交通及び伯太町須山地区を運行する南部町営バスへの運行補助を行った。

【生活交通ネットワーク再編事業】 1,757,964円 0円 1,300,000円 0円 457,964円

更新車両 宇波地区自治会輸送車両貸与式

【コロナワクチン接種送迎事業】 13,677,120円 13,000,000円 0円 0円 677,120円

【交通施策対策事業】 42,800円 0円 0円 0円 42,800円

新幹線整備誘致看板

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 17,490,000 円

一 般 財 源 6,354,548 円

　新型コロナワクチンの接種者の内、接種会場までの移動が困難な高齢者に対し、タクシーの借上げ送迎を行う
ことで、ワクチン接種を推進した。

目
的

広域生活バス以外の移動手段を提供する
ことで、多様化する移動ニーズへの対応
を行い、市民の利便性の向上とともに持
続可能なサービスの提供を図る。



※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

　●利用実績　196件

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

【公共交通事業者燃料費高騰緊急支援事業】 581,000円 490,000円 0円 0円 91,000円

【貸切バス事業者等支援事業】 5,403,492円 4,000,000円 0円 0円 1,403,492円

貸切バス　チラシ

【デマンドタクシー輸送事業】 532,510円 0円 0円 0円 532,510円

宇賀荘あいのりタクシー　チラシ 宇賀荘あいのりタクシーステッカー

　原油価格高騰の影響を受けるなか、市民生活を支えるため事業を継続している市内タクシー事業者（6事業
者）に対し、燃料費高騰分の一部を支援した。

　新型コロナウイルス感染症の影響により停滞している移動需要を喚起し、
地域経済の回復を図るため、貸切バス利用運賃の補助事業を行った。

　令和5年度に実証実験を行う、宇賀荘あいのりタクシーのための事前準備（チラシ作成、受付用電話設置等）
を行った。


